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構想の核

まちとひとの
心のフレーズ

福
智
町
に
は
、
こ
の
町
に
住
む
人
々
が
生
涯

を
通
し
て
「
生
き
が
い
（
と
き
め
き
・
感
動
）」

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、「
ゆ
と
り
（
癒い

や

し
・
う
る

お
い
）」
を
実
感
で
き
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
、

新
町
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
、
今
こ
の
町
に
住
ん
で

い
る
人
々
を
豊
か
に
し
、
生
活
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
こ
の
町
に
訪

れ
、
新
た
な
定
住
人
口
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
福
智
山
麓ろ

く

に
抱い

だ

か
れ
た

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
と
い
う
美
し
い
町

の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
守
る
べ
き
も
の
を
次

代
に
伝
え
、
変
え
る
べ
き
も
の
を
確
実
に
改
革

し
な
が
ら
、福
智
町
は
「
と
き
め
く
ま
ち
、福
智
。

癒い
や

し
、
う
る
お
い
、
感
動
タ
ウ
ン
。」
を
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
名
実
と
も
に
「
新

し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

人口の目標

チェック２

計画の基本理念 10年の大計を表す
まちづくりの想いと願い基本構想その１

計画の指針

まちの未来の
あるべき姿

福智町の将来像 町の歩みを踏まえた
新町にふさわしい考え方基本構想その２

土地の利用

チェック３

ときめくまち、福智。
癒
いや

し、うるおい、感動タウン。

【ときめき】人はときめくことで生きがいを感じ、幸福感を持つこと
ができます。出会いや発見がもたらされたときにも得る感覚です。「と
きめき」は、町と人との無限の可能性や創造性、発展を表しています。

【癒
いや

し】福智山麓の豊かな自然はかけがえのない財産です。悠久の
生命を宿し、遠い昔から今日まで、明日への活力を与えてくれました。
「癒
いや

し」は、人と自然の命を育むこの町ならではの風土を表します。

【うるおい】落ち着きのある味わいや精神面でゆとりのある生活の豊
かさを表す言葉です。上野焼をはじめとする「陶の里」ならではの
陶器の肌や湧き出る良質な温泉のなめらかさも感じさせます。

【感動】感動がある所に人は集い、感動が行動へと導きます。人は
感動に出会うたびに自分を高め、感動を伝えるときに叡智が生み出
されます。町と住民の魅力と活力、訪れる人の喜びを表しています。

福
智
町
の

こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
、

住
民
が
自
助
・

自
立
の
精
神

に
立
っ
て
、
ゆ

る
ぎ
な
い
自
立

地
域
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
住
民
・
地
域
・

行
政
」
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
担
い
、
相
互
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

福
智
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
恵
と
汗
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
経
験
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
計
画
の

基
本
理
念
と
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
踏
ま
え
、
町

の
将
来
像
を
「
心
・
技
・
体
、一
つ
に
な
る
ま
ち
。」

と
し
て
設
定
し
ま
す
。

【心（こころ）】「心」は、住民を象徴します。一人ひとりが自立し、
将来に希望を持ち、個性豊かで思いやりのあるやさしい心を持つこ
とを意味しています。心安らかに暮せるまちづくりを推進します。

【技（わざ）】「技」は、生活にうるおいをもたらし、地域活性化（元気）
のもとになる産業振興などを表します。自然と調和しながら、住環
境や交通基盤を整備し、快適で活力のある地域を創造します。

【体（からだ）】「体」は、心身ともに健康な生活を送れるよう、保健・
医療・福祉の充実を図ることを示します。高齢者が安心でき、未来
を担う子どもたちが地域でいきいきと育つ、元気な町を目指します。

【一つになるまち】町全体、住民全体による一体感の創出を表します。
「ひと・もの・こと」が調和して一つになった町が、潜在的な魅力と
活力を発揮しながら、だれもが住み続けられる町を目指します。

心・技・体、一つになるまち。

心

体技
ち一つ ななるまち一つにななる

　福智町の将来人口は目標年度の平成 28年で
約 23,700人と予想され、平成 17年の 25,543
人に比べ約 1,800人の減少が見込まれます。ま
た、老年人口比率は国、福岡県と比較して急速

に増加していくことが

予測されます。

■ 総合的な方策

▶福智町らしさを打ち出し「心・技・体、一つになるまち。」

の実現に向けた政策や施策を総合的に推進します。

■ 世代ごとの具体的な方策

▶町外の中高等教育機関への通学利便性の向上

▶地元雇用の確保

▶子どもを安心して産み育てられる環境づくり

▶地元雇用の確保による高所得階層増加の推進

▶ Uターン・Iターンの推進
▶ライフスタイルにあった居住環境の整備

▶都市基盤および景観整備の推進

▶通勤、買い物、余暇活動、生涯学習活動等の利便性の向上

　国・県の人口が減少するなか、今後、一定の人口を維持しな

ければ福智町の活力が失われることにつながるため、目標人口

を平成 28年に 24,000人に留まるよう設定します。この目標人
口を達成するために、以下のような施策などを推進していきます。

学齢期にあたる 10代後半の若者世代への対応

子育て世代をはじめ壮年期までの対応

目標人口達成のための施策

区分 H12 H17 H19 H24 H28
総数 26,375 25,543 25,253 24,453 23,755

0～ 14歳 4,085 3,566 3,417 3,133 2,966
15～ 64歳 16,438 15,535 15,217 14,394 13,037
65歳以上 5,849 6,442 6,619 6,926 7,752

年少
人口比

福智町 15.5％ 14.0％ 13.5％ 12.8％ 12.5％
福岡県 14.8％ 13.9％ 13.9％ 13.6％ 13.3％
全　国 14.6％ 13.7％ 13.5％ 12.5％ 11.6％

生産年齢
人口比

福智町 62.3％ 60.8％ 60.3％ 58.9％ 54.9％
福岡県 67.8％ 66.3％ 65.8％ 63.5％ 61.4％
全　国 68.1％ 66.2％ 65.0％ 63.2％ 60.8％

老年
人口比

福智町 22.2％ 25.2％ 26.2％ 28.3％ 32.6％
福岡県 17.4％ 19.8％ 20.3％ 22.9％ 25.3％
全　国 17.3％ 20.1％ 21.5％ 24.3％ 27.6％

●人口の見通し　　　　　　　　　　　　　　　　　 （人）

平成28年  福智町目標人口

福岡県が進めている計画や用途規制な

どを想定した整序を図り、環境を整備

して生活文化拠点の充実を進めます｡

農業と住宅地が調和した、緑豊かでう

るおいのある住みやすい地域として、

土地の有効利用を図ります。

都市の人々との交流

や自然資源を活用し

た観光開発を推進し

ながら、中山間リゾー

ト拠点として、保全

と整備に努めます｡

■ 田園居住地域

■ 自然共生地域

■ 農業活性化地域

●地域イメージ図 田園居住地域　　　農業活性化地域　　　自然共生地域　　 　 ▶基本方針と都市構造
イメージに基づいて、次

の３つの地域による土

地利用を推進します。


